
校長室だよりは学校ホームページに月ごとにアップします。http://www.oklab.ed.jp/weblog/eta/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「育てる」から「育つ」へ 

 校務員さんと教頭先生と、家庭科室前の畑を耕し、 

整え、栽培活動ができるように準備をした。早速、３ 

年生がキャベツの苗を植え、６年生がジャガイモの種 

いもを植え、ホウセンカの種をまいた。昨年冬、現４ 

年生が小さな苗から教室で育てたイチゴの苗は、すでに３月、畑に定植

され、つぼみや花をつけ、なかには実がなっているものもある。 

 野菜などは、やはり、最初は「育てる」ことが中心となる。土づくり、

畝づくり、種まきや苗の定植など、人の手が多く必要だ。当然、まき時

や植え時、肥料やりを人が判断し、考えなければならない。「育てる」意

識が重要だ。しかし、日が経つにつれ、人の手をかける時間や回数が減

ってくる。水を切らさないように気をつけるだけでよいころになると、

野菜は自ら「育つ」時期になる。 

 学校づくりも、年度初めは「育てる」時期にあたる。私たち教職員の

多くの働きかけが必要となる。それは、入学、進級し、新しい生活を始

めた恵田っ子の保護者の皆様も同様だろう。この時期を大切にしなけれ

ばならない。「初めが肝心」とはよく言ったもので、この時期の過ごし方

が、これからどう「育つ」かに関わってく 

る。「初めからやり直したい」は不可能だ。 

子供の自立を見通し、この時期、どう手を 

かけておくかを考えたい。学校生活、家庭 

生活ともに重要な時期である。 
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恵
田
っ
子
へ 

俳
句
（
は
い
く
）
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ 

 

恵
田
っ
子
の
俳
句
の
掲
示
（
け
い
じ
）
を
始
（
は
じ
）
め

ま
し
た
。
三
月
（
さ
ん
が
つ
）
に
選
句
（
せ
ん
く
）
を
し
た

と
き
よ
り
あ
と
に
出
（
で
）
た
も
の
も
あ
わ
せ
て
紹
介
（
し

ょ
う
か
い
）
し
て
い
ま
す
。 

今
年
（
こ
と
し
）
の
俳
句
（
は
い
く
）
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の

目
標
（
も
く
ひ
ょ
う
）
、
「
季
語
（
き
ご
）
を
一
（
ひ
と
）
つ

に
す
る
」「
気
持
（
き
も
）
ち
の
こ
と
ば
を
い
れ
な
い
」
こ
と

に
、
早
速
（
さ
っ
そ
く
）
、
気
（
き
）
を
つ
け
て
い
ま
す
。 

 

俳
句
を
作
（
つ
く
）
っ
て
出
（
だ
）
し
た
ら
、
感
想
（
か

ん
そ
う
）
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
書
（
か
）
い
て
返
（
か
え
）
し

ま
す
ね
。
参
考
（
さ
ん
こ
う
）
に
し
て
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

俳
句
を
作
る
こ
と
は
、
こ
と
ば
の
力
（
ち
か
ら
）
を
つ
け

た
り
、
季
節
（
き
せ
つ
）
を
よ
り
よ
く
感
（
か
ん
）
じ
た
り
、

自
然
（
し
ぜ
ん
）
や
も
の
、
こ
と
が 

ら
、
ひ
と
へ
の
考
（
か
ん
が
）
え
を 

深
（
ふ
か
）
め
た
り
す
る
こ
と
が
で 

き
ま
す
。
少
（
す
こ
）
し
ず
つ
や
っ 

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
俳
句
に
で
き
ま
せ
ん
か
。 
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